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10
月
22
日
、
第
24
期
議
員
に
よ
る
最

後
の
第
１
８
６
回
臨
時
議
員
総
会
が
開

催
さ
れ
、
次
期
第
25
期
の
議
員
改
選
結

果
に
つ
い
て
、
80
名
の
新
議
員
名
簿
を

も
と
に
報
告
が
あ
っ
た
他
、
任
期
満
了

に
伴
い
退
任
さ
れ
る
前
川
容
洋
氏
（
前

川
建
設
㈱
）
、

長
谷
川
吉
弘

氏
（
ハ
リ
マ

化
成
㈱
）
、

多
木
隆
元
氏

（
多
木
化
学

㈱
）
、
藤
本

陽
一
氏
（
ト

ー
ア
ス
㈱
）
、
茨
木
敬
之
介
氏
（
丸
大

青
果
㈱
）
、
金
川
裕
氏
（
㈱
金
川
精
米

所
）
、
太
田
久
之
氏
（
中
村
重
機
商
事

㈱
）
、
柿
坪
正
宏
氏
（
日
本
編
物
㈱
）

へ
日
本
商
工
会
議
所
か
ら
の
感
謝
状
を

釡
谷
会
頭
よ
り
伝
達
し
ま
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
現
議
員
の
慰
労
を

兼
ね
た
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
、
第
25
期

よ
り
新
た
に
議
員
に
な
る
岡
屋
英
二
氏

（
ハ
マ
ダ
コ
ン
フ
ェ
ク
ト
㈱
）
、
門
田

成
悟
氏
（
㈱
兵
庫
製
作
所
）
、
井
上
勇

一
氏
（
㈱
マ
ル
ア
イ
）
、
宮
宅
勇
二
氏

（
㈱
宮
宅
建
設
）
、
藤
本
惠
弘
氏
（
ハ 挨拶する釡谷会頭

第
25
期
が
ス
タ
ー
ト

ー
臨
時
議
員
総
会
を
開
催
ー

会
議
所
の

会
議
所
の

リ
マ
化
成
㈱
）
、
前
川
真
一
郎
氏
（
前

川
建
設
㈱
）
、
藤
原
好
氏
（
㈱
レ
ッ

ク
）
も
参
加
し
ま
し
た
。

　

11
月
４
日
、
第
１
８
７
回
臨
時
議
員

総
会
が
開
催
さ
れ
、
第
25
期
の
会
頭
、

副
会
頭
、
常
議
員
な
ど
の
役
員
の
選
任

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
副
会
頭
の
山
本
亜

也
夫
氏
（
㈱
フ
ジ
ヤ
號
）
が
新
会
頭
に

選
任
さ
れ
、
釡
谷
会
頭
は
任
期
満
了
で

退
任
さ
れ
ま
し
た
。
新
副
会
頭
に
は
、

前
川
真
一
郎
氏
（
前
川
建
設
㈱
）
と
瀧

川
松
平
氏
（
滝
川
工
業
㈱
）
、
第
24
期

に
引
き
続
い
て
大
辻
利
紀
氏
（
㈱
カ
ノ

コ
）
が
満
場
一
致
で
選
任
さ
れ
、
大
庫

副
会
頭
は
任
期
満
了
で
退
任
さ
れ
ま
し

た
。
藤
原
専
務
理
事
が
再
任
さ
れ
た
後
、

常
議
員
26
名
、
監
事
３
名
、
理
事
１
名

の
選
任
案
の
名
簿
を
配
布
、
原
案
通
り

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
６
委
員
会

を
設
置
す
る
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
頭
退
任
の
挨
拶
で
釡
谷
会
頭
は

「
副
会
頭
と
し
て
の
３
年
間
を
合
わ
せ

て
12
年
間
、
皆
様
の
お
世
話
に
な
り
よ

う
や
く
全
う
す
る
こ
と
が
で
き
、
非
常

に
感
謝
し
て
い
る
。
今
後
も
様
々
な
問

題
が
あ
る
と
思
う
が
、
皆
様
の
前
向
き

な
、
そ
し
て
地
域
を
思
う
心
を
一
つ
に

し
て
い
た
だ
き
、
新
し
い
会
頭
と
副
会

頭
を
支
え
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

10
月
８
日
、
ウ
ィ
ル
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

の
原
田
朋
子
氏
を
講
師
に
迎
え
、
新
入

社
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開

催
し
、
７
事
業
所
15
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

は
じ
め
に
、
参

加
者
は
５
名
ず
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
、
グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
を
中
心
に

自
身
の
業
務
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

仕
事
の
中
で
の
失
敗
や
成
功
の
体
験
を

共
有
し
、
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
お

互
い
の
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
定
置
管
理
・
定
量
管
理
の

コ
ツ
や
、
優
先
順
位
の
「
見
え
る
化
」

を
す
る
方
法
な
ど
、
入
社
後
半
年
を
経

て
さ
ら
に
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
す
る
た
め
の

知
識
を
学
び
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て
、

ク
レ
ー
ム
対
応
に
つ
い
て
も
学
習
を
行

い
、
基
本
的
な
対
応
手
順
や
共
感
の
言

葉
な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
出
し
合
い
ま

し
た
。
そ
の
後
事
例
研
究
と
し
て
ロ
ー

ル
プ
レ
イ
ン
グ
を
行
い
、
実
践
的
な
理

解
を
深
め
ま
し
た
。

参加者へ語りかける原田氏

入
社
半
年
の
学
び
を
振
り
返
る

ー
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
ー

　

10
月
10
日
、
ソ
フ
ィ
ア
ブ
レ
イ
ン
の

小
宮
山
真
吾
氏
を
講
師
に
迎
え
、
生
成

Ａ
Ｉ
活
用　

爆
速
仕
事
術
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

講
義
の
冒
頭
で
は
、
Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ

Ｔ
（
音
声
Ａ
Ｉ
機
能
）
と
の
実
際
の
会

話
が
行
わ
れ
、
そ
の
あ
ま
り
の
自
然
さ

に
受
講
者
一
同
が
感
嘆
の
声
を
上
げ
ま

し
た
。

　

続
い
て
、
生
成

Ａ
Ｉ
の
進
化
予
測

と
し
て
「
10
年
以

内
に
人
間
の
１
万

倍
の
知
能
を
も
つ

Ａ
Ｉ
（
超
知
能
）

が
登
場
す
る
可
能
性
が
あ
る
」
と
の
見

解
が
示
さ
れ
、
今
後
の
事
業
活
動
で
の

Ａ
Ｉ
の
重
要
性
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
時
短
術
や
販
促
術
、
経
営
術

な
ど
の
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
実
践
例

が
、
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
交
え

て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
生
成
Ａ
Ｉ
へ
の
興

味
が
深
ま
っ
た
」
「
Ａ
Ｉ
に
仕
事
を
奪

わ
れ
な
い
よ
う
自
分
も
ス
キ
ル
を
高
め

た
い
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　
　

参
加
者
は
26
名

　

AIの可能性を語る小宮山氏

Ａ
Ｉ
が
変
え
る
働
き
方

ー
Ａ
Ｉ
活
用
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
ー


